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アンケート調査及び現地調査の結果を踏まえ、今後、知的財産管理体制を新たに整備またはその

拡充を図ろうとする大学において活用可能なモデル（知的財産管理体制の現状確認、知的財産管理

部門の設置、関係規程類の整備、必要な予算措置、人材育成、及び実施計画、スケジュール等）を

大学知的財産アドバイザー派遣事業の総括の結果も踏まえつつ策定し、理解・利用しやすい内容に

ハンドブックとして取りまとめた。 
なお、特許庁及び（独）工業所有権情報・研修館では、知的財産管理体制を新たに構築またはそ

の拡充を図ろうとする大学向けの「大学における知的財産管理体制構築マニュアル」を 2003 年度
以降作成してきており、これらの情報も参考とした。 

 
（３）大学における知的財産に関する今後の支援の在り方についての検討 

大学知的財産アドバイザー派遣事業の総括の結果を踏まえ、大学における知的財産に関する今後の

課題を分析・検討し、それらに対応する上で必要な支援について提案した。 
 
（４）委員会の設置・運営 

本事業を円滑に遂行するために、大学運営、知的財産管理等に知見を有する者から成る委員会を設

置し、調査内容、結果分析等についての検討、意見聴取を行った。委員会の構成は委員長を含め７名、

事業実施期間中に３回開催した。（委員会委員名簿及び開催概要を、参考資料１に示す） 
 
３．事業実施スケジュール 

本事業は、平成２２年１０月１２日～平成２３年３月２４日の期間で実施した。 
 

図表 序－３ 本調査研究の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料）（独）工業所有権情報・研修館作成資料。 

◎委員会構成
・委員 7名
・オブザーバー
内閣官房知的財産戦略推進事務局、
文部科学省、経済産業省、特許庁、ＩＮＰＩＴ、他

◎開催回数 ３回
◎検討事項
・アンケート調査の内容
・基礎的情報収集、アンケート調査、
現地調査の結果分析

・事業の最終報告内容

委員会

意見聴取

◎主な業務内容
・既存データ収集、整理、分析
・アンケート実施、整理、分析
・インタビュー実施、分析
・委員会の設置、運営
・知財担当部門リスト作成
・調査研究報告書等の作成 等

請負契約

意見、提案

事業概要
・大学知的財産管理体制構築の現状及び課題の調査
・大学知的財産管理体制構築モデルの策定
・大学知的財産に関する今後の支援の在り方の検討

みずほ情報総研（株）

◎事務局
・統括責任者
・副責任者
・研究員

収
集

配
布

回
収

訪問インタビュー

詳細情報入手

④まとめ

③現地調査

②アンケート調査

①基礎的情報の収集

調
査

書籍、論文、
報告書、統計、

インターネット情報等

理工・農・医薬・看護・
保健・情報科学・
芸術系大学（360）

大学ＡＤ派遣先大学
（60）

大学ＡＤ派遣先大学（10）

理工～芸術系大学（10）

①調査研究報告書
②大学知的財産管理体制構築ハンドブック
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図表 序－４ 調査結果の分析検討及び提案の方向性 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料）（独）工業所有権情報・研修館作成資料。 

今後の支援
・大学知財管理の裾野の拡大
・研究分野での特色ある大学づくり
・研究成果の橋渡し機能共通の課題

現 状

◎調査結果の分析検討及び提案の方向性について

アンケート回答

大学ＡＤ派遣先大学
（１００％回答）

知財管理体制
構築済大学

独自に構築
した大学

特色づくりや
知財活用の
先進大学

大学ＡＤ派遣先大学

知財管理体制
未構築大学

知財管理体制
未構築大学

インタビュー
B大学、愛知工科大学、
兵庫大学

インタビュー
A大学、東京農業大
学、神奈川大学

個別の課題

インタビュー
岩手大学、東京海洋大学、
九州工業大学

インタビュー
帯広畜産大学、弘前大学、静岡県立大学、名
古屋市立大学、三重大学、岐阜薬科大学、関
西大学、香川大学、福岡大学、鹿児島大学

現職の大学ＡＤ

（４６％回答）

比較

国立

私立

総合

大規模

中規模

小規模

独自の課題 特色

理念

公立

地域

国際

単科




